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同一文明圏内では価値観

有 して していくが、異なった文明

では深刻な対立もありうると

述ドられている。

の同時多発テロを西欧とイスラムの

間の断層線で発生 した衝突 とす ると、

そつ かなりの部分を理解できる。つまり、

イスラム原理主義と市場原理主義の衝突

という構図である。この原理主義の意味

には二つあり、それは①原点復帰を是と

することと②その他の思想・哲学やシス

テムを排除することである。今回の衝突

は後者のそれである。

最近、今回の衝突を西欧とイスラムの文

明の衝突という構図で理解すべ きではな

いという意見がある。その根拠として、イ

スラム圏の親米国家 と米国との関係は良

好だと指摘 している。 しか し、この現象

はイスラム圏の親米政府に関することで、

民衆 レベルでは根強い反米感情があるこ

とを無視できない。 したがって、今回の

衝突を西欧 とイスラムの文明の衝突と捉

えることは、かな り妥当といえよう。と

にか く、Huntingtonに は大規模な文明間

の衝突を回避 したいとの意図があると思

われる。

Hundngtonの 本で、主な文明圏の問題点

として、西欧の傲慢、イスラムの不寛容、

中国の独断を指摘 している。以下にその

詳細を述べる。

1.西欧の傲慢

現在は好むと好まざるに拘 らず、米国の

覇権つまりpax americanaで ある。冷戦終

焉後の超大国は米国一国だから、文字通

りpax americanaで ある。林 (2000)は 、

覇権国米国の文化の特徴を独善的、麻薬

性、浸透力 と述べている。冷戦終焉後に

米国は、全世界をアダム・ス ミス的ある

いは新古典派的市場経済 (資本主義)の
下に組み入れるグローバル化を推進 して

いる。この種の資本主義は市場競争原理

の下で経済活動がなされるので、非常に

効率がよく最 も経済的繁栄を獲得 しやす

い。この効率のよい社会 システムを世界

的に広げることは善だと、世界標準とし

て全世界に押 し付ける独善的行為が目立

っている。 しか し、これはアメリカの標

準に他ならない。麻薬性と浸透力 とは、米

国は移民の国ゆえ、誰でも理解できる表

明されたことのみが真実で科学的・論理

的 。合理的で表裏がないから、人々に受

け入れられやす く、アメリカ文化を信仰

する「アメリカ病患者」が発生 しやすい

ことである。科学的・論理的とは、事象

The winnerね kes all. 勝者が全音5を 持っ

てい く。こういう社会的ルールあるいは

システムが世界・社会の平和 と繁栄を乱

す原点だということで、話を進めよう。ゲ

ームやスポーッでは、勝者が全部を持っ

てい くというルールはおもしろい。 しか

し、社会的ルールとしては顕著な弊害が

ある。浅学を省みず、その弊害を以下に

指摘する。

文 明の衝突

2001年 9月 11日 に米国で発生 した同時

多発テロは、現在が冷戦終焉後の世界史の

転換点だということを人々に認識させた。

冷戦終焉後の世界の政治状況を俯敵する著

墓許として、 “The clash Of civilizations and

the remaking of world order(Huntington

"がある。 この著書では、世界には

の文明圏、つ まり西欧、東欧、イスラ

アフリカ、中南米、 ヒン ドゥー、中

日本があると述べ られている。西欧 と

差 異 者がカ トリック・プロテ

圏で榛者が正教圏ということであ

Lk‐狭ら緒、ヵトリック教国のポーラ
は冷 では東欧だが、冷戦終焉後

欧でなる。また、主な文明圏の中核

して、西欧は米国と独仏、東欧はロ

は中華人民共和国であるが、イ

それに該当する国家は存在
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を単純化 したある条件の下で成立すること

で、その条件の範囲外では成立 しないこと

である。 しかし、その条件の範囲を逸脱 し

て、科学的結果を是 としようとする人が少

なくない。

このように、米国がその社会システムや

価値観を他の文明圏の国々や人々に押 し付

けることが、Huntington(1996)の いう西

欧の傲慢である。中村 (2001)|こ よると、

アメリカ文明は人間の明るさや健康に価値

をお き、人間の弱さや悲 しみのような影の

部分を負の価値 として切 り捨ててきた。そ

の影の部分 も重要なのに、生産や効率に役

立たないから、切 り捨ててきた。その結果、

一面的にしか世界を捉 えられなくなった。

だか ら相手の影の部分を想像できない。 自

分たちの価値観と善意で押 し切ろうとする。

相手がついてこないとす ぐに裏切 られたと

思 う。また、アメリカ文明の視点か らは、

伝統がないから、それに基づ く束縛や不文

律を理解できない (林 2000)。 歴史のない

所に発生 したアメリカ文明という人類の異

文化が、深遠な他の文明圏の文化を破壊 し

てい く。現在、西欧が覇権を手中にしてい

るのは、その理念や価値観あるいは宗教が

優れていたからではなく、むしろ組織的な

暴力の行使に優れていたことを西欧は忘れ

ている (Huntington 1996)。

現在の先進国には独占禁止法がある。 し

か し、グローバル化の新古典派的市場経済

の下では、下記の Microso■社製のパ ソコ

ン・ ソフ トのように、市場において独占あ

るいは寡占状態になって、健全な市場経済

とはいえないJ大態になりやすい。この法が

あっても、手続 きなどでかなりの期間の独

占 。寡占状態は不可避で、その間に多大の

利潤 を独 占企業は得 られる。そのことは、

勝者が全部あるいはほとんどを持ってい く

状態で、これこそ禍根の原点であろう。

また、 どんなに非民主主義的で劣悪な国

家でもその政府が親米的ならば、その政府

を米国が支持 。支援するというご都合主義

が問題である。長期時視点からは、このよ

うな行為は明らかに禍根 を残すであろう。

近視眼的に短期的な利益を追求したことが、

イギリスにおいて狂牛病の大発生により大

損害 に至った教訓は重要である (Lacey

1994)。 アメリカ文明の視点からではなく、

長期時視点で人類共通の利益を考慮する視

点・哲学から行動することが最善であろう

(Huntington 1996, 中小す2001)。

このように、覇権国米国が推進するグロ

ーバル化というアメリカ文明の浸i間 により、

社会 。経済的に実害のある人々や国家、自

分たちの価値観や文化・伝統が破壊 された

と感 じる人々や国家は、米国やアメリカ文

明に嫌悪感を抱いても不思議はない。グロ

ーバル化 というルール作 りが覇権国米国に

より実施され、それに納得 していない人々

も米国やアメリカ文明に嫌悪感を抱 く。

世界史的な視点から、米国は敵を作って、

強 く対決して、その敵を職・rinす ることに徹

してきた。一方、日本は敵を減 らすか、対

立の程度を減弱 させることを美徳としてき

た。悠久の世界史的な流れの中で、敵を作

って強 く対決 し続ければ、いずれその敵に

残滅される日が来るはずである。敵はいつ

も再生産されている。アフガニスタンでタ

リバ ン政権を崩壊 させ、アルカイダをほと

んど職滅させても、そのような強敵が再生

産されれば、米国のアフガニスタンでの戦

闘の意義はなくなる。米国は敵の完全な職

滅を望んでいるが、戦闘が人々の心に敵意

と憎悪を助長するから、実際には敵の拡大

再生産の可能性が高い。

2.イスラムの不寛容

7世紀にイスラム教が起こって、その後

のウマイヤ朝やアッバース朝の輝かしい栄

光があ り、今 日の西洋文明もイスラム文明

の哺乳により成長 した。そのようなイスラ

ム文明の過去の栄光は今 日すっか り色あせ

て、現在高度技術製品はイスラム社会では

あまり生産されていない。イスラム社会の

人々は、今 日の凋落の原因を探っている。

その原因として、西欧の価値観を押 し付け
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られ、覇権国米国がグローバル化を推進す

ることが今 日の凋落の原因であると理解 し

ているイスラム社会の人々が少な くない。

そこで、自分たちのアイデンティティーと

して、イスラム文明以外を忌避する不寛容

が生 じゃす くなる。20世 紀初頭のオスマ

ン・ トルコ帝国の崩壊後、イスラム文明圏

には中核国家がなく、イスラム教徒の政治

的まとまりは現在乏しい。

3.中国の独断

東アジアの文明圏で中国と日本の差異は、

歴史的に前者が儒教の朱子学を是認する圏

で、後者が陽明学を是認する日本である。

朱子学は儒教を極端に厳密、に解釈する学派

で、たとえば、下の者は上の者の言うこと

に、それが間違っていても従うべ し、とし

ている。 したがって、朱子学は支配者には

好都合であるが、社会的発展には不都合で

ある。つまり、支配階級は何をやってもよ

いということである。一方、陽明学は精進

することを説いている。儒教は社会の安定

を最 も重要視する思想である。そこで、徳

のある人が国家 。社会を統治すべ しとした。

つまり、人治主義である。確かに、非常に

徳のある人が国家・社会を統治すれば、社

会の安定 と発展は保証されるが、徳のある

人がいつ も支配者になるとは限らない。そ

こで、徳のない人が支配者となっても、な

んとか統治できるようにするのが法である。

人治主義に対することが法治主義である。

どんなに法治主義の下でも人が社会を統治

するからには、どうしても人治主義なこと

の混入は不可避である。

清朝 と朝鮮王朝時代には、朱子学のみが

国是で他は違法であった。 したがって、韓

国と北朝鮮は中国文明圏に属するから、東

アジアの文明の断層線は朝鮮海峡を走って

いる。人治主義を是認する朱子学の下では、

支配者になった勝者は、正義を僣称 し、法

には関係なく生殺与奪の権利を欲 しいまま

に行使できた。これが中国の独断の原点で

ある。支配者・勝者は、徳のある人でなく

ても、徳のある人と自ら解釈 した。まさに、

勝者が全部を持っていくである。その陰で、

敗者はすべてを喪失 したことも多かった。

したがって、勝者になるために、手段を選

ばぬ汚いことが頻発 し、報復合戦も稀有で

なかった。中国・朝鮮史上、王族たちの殺

しあいの頻発が顕著なのは、このためであ

る。このように、朱子学の下では社会的発

展が阻害される。勝者が全部を持っていく

社会ルールこそ諸悪の根元である。現在も、

清朝と朝鮮王朝時代のこの種の歴史的遺産

が中国文明圏社会に残存 していることを否

定できない。現在の中国における汚職の頻

発 も、この点から理解できよう。

4.村社会日本

一方、江戸時代の日本では一応朱子学を

国是 としたが、他の学問にも勉学の自由が

保証されていて、世間では陽明学が主流で

あった。日本では江戸時代、陽明学と武士

道の相加作用により、支配階級はよく精進

し、卑怯な言動を軽蔑 した。また、徳川家

康は、自分の死後の社会の安定と発展のた

めに、法治主義を残 して死んだ。 したがっ

て、江戸時代の日本では社会の安定と発展

が保たれ、徳川一族間の殺 しあいはほとん

どなかった。徳川家康は、譜代大名・旗本

には権力 と小 さな石高を与え、外様大名に

は大きな石高を与えたが政治的権力を与え

なかった。外様大名は、幕府から謀反の嫌

疑をかけられないために、国元で文化の創

造に励んだ。また、武士には上の身分を与

え、豪商には金力を与えたが上の身分を与

えなかった。町人文化 としても、歌舞伎や

浮世絵が発展 した。食文化では、鰻の蒲焼

き、てんぷら、す しなどは江戸時代に生ま

れた。このように、日本では歴史的に、勝

者が全部を持っていく伝統はなく、江戸時

代生まれの文化は豊かである。

江戸時代に幕府は鎖国政策により、海外

との交流を縮小 した。その結果、国内では

安定 した平和な時代が継続 したが、社会的

停滞ももたらされた。グローバル化の結果、

И′'NQυθs I′ b′.8ル .1 2θθ2



地球 レベルの交流が活発になっても、地球

外 との交流は望めない。つまり、「鎖地球」

を受け入れざるを得ない。そのとき、日本

の江戸時代の政策とその結果としての社会

が今後参考になるはずである。

しか し、 日本社会には、発展を阻害 しう

る村社会 という欠陥があることを認識 しな

ければならない。村社会は小 さな集団の中

で和を尊ぶ社会で、異端・異分子を許容 し

難い。この均一な状態は、確かにその構成

員全員にとって居心地がいい。つまり、全

員が勝者ともいえる状態で、これも勝者が

全部を持ってい く状態 とも理解できよう。

和を尊ぶ村社会に安住することが、今 日の

日本の経済的不況の原点であろう (金子

2001)。 日本では、問題解決に対する異端 。

異分子の許容が必要であろう。

市 場経済の下での優秀な商品やサービス

経済学の教科書には、市場経済 (自 由経

済競争)の下での優秀な商品やサービスが

勝ち残 り、そうでない物事は淘汰されると

書いてある。しかし現実にはすべてこうは

ならない。実例として、家庭用ビデオで性

能として優秀なβがVIISに馬区逐されたこと、

パソコンなどのoperating system(OS)で

便 不Jな The Realtime Operating System

Nucleus(¶RON)が R/1icrOsoft社 のOSに

市場から締め出されたこと、Internet閲 覧

ソフ トの Netscape、 ワープロ 。ソフ トの一

太郎 とデー タベース・ソフ トの Lotusが

Microsoft社の Internet Explorer、  Wordと

Excelに シェアを奪われたことなどである。

β・VIIS戦争の勝敗の分岐点は、性能では

な く、松下電器系列の販売店 (町の電気屋

さん)の量であった。 しか し、家電製品の

量販店のシェアが大きくなった現在、系列

販売店の存在は松下電器の経営の足を引っ

張っている。これは過去の栄光が邪魔にな

る例である。■tONは、米国政府の横槍に

より、パソコンのOS市場から駆逐された。

Microsoi社 のOSの Windowsは その立ち上

0卿
げ時間がかなり長いが、TRONでは一瞬で

ある。 どんなに非民主主義的で劣悪な国家

でも、その政府が親米的ならば、その政府

を米国政府が支持・支援するというご都合

主義と、米国政府によるTRONへの対応は

同列である。MicrosofttILは OSの Windows

を背景に、Microso乱社製のパソコン・ソフ

トを市場に投入 して、優良な他社製の先発

パソコン・ソフ トのシェアを略奪 した。

ここで問題 となるのは、①市場経済の下

で劣悪な商品やサービスが優秀なものを駆

逐 して、古典的文化や市場経済での敗者の

優秀な事象を抹殺 しうることと②市場が独

占あるいは寡占J大態になって、健全な市場

経済 とはいえない状態になることである。

上記①の古典的文化の消滅はつまらない世

界を意味し、優秀な商品やサービスの抹殺

は消費者の不利益・不便を意味する。特に

上記②は勝者が全部あるいはほとんどを持

ってい く状態で、これこそ禍根の原点であ

ろう。information technology(r)領 域

で、Microsoi社 の独占・寡占は社会的に非

常に危険である。もし、コンピュータ 。ウ

ィル ス が 、 社 会 で独 占・寡 占状 態 の

Microso貴社製のソフ トを大規模に破壊 した

ならば、社会システムがある期間大混舌Lに

陥ることになる。たとえば、Microsoft社 が

OSの Windowsを 背景に、優良な他社製の

先発パソコン・ソフ トのシェアを略奪 した

ことを卑怯 と思う人が、Microso■社製のそ

の領域のパソコン・ソフ トを標的とする強

力なコンピュータ・ゥィルスを作成 してそ

れをネット上に放出して、多数のMicrosoi

社製のそのソフ ト使用者のコンピュータの

情報を破壊するという大きなリスクがある。

もし、IT領域において独占・寡占状態でな

ければ、その種のリスクは小さい。そこで、

Microsoft社 のパソコン・ソフトを標的とす

る強力なコンピュータ・ゥィルスの基本設

計を下記 (最後)に示す。これは社会の危

機管理に有効であろう。

経済学の教科書などに、市場経済がうま

く機能 しない条件 として、市場経済の基盤
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が未整備な状況と不正行為がかなり横行す

る場合である、 と記載 されている (田 中

2002)。 覇権国米国が推奨するアメリカ文明

の価値観の原点は市場経済である。市場経

済は人間の欲望を全面的に肯定し、市場経

済がうまく機能していれば、非常に効率が

よい。人間の欲望は無限に拡大するか ら、

グローバル化の市場経済の下では、資源の

枯渇や環境悪化が冷戦時代よりも危惧 され

る。その状態は、市場経済の基盤を崩壊 さ

せることに該当する。また、米国政府の介

入による米国系企業の市場独占・寡占状態

も一種の不正行為であ り、このことも市場

経済の基盤を崩壊 させる。発展途上国は、

市場経済の基盤が未整備な状況であること

が多い。米国による発展途上国への市場経

済の押 し付けは、その失敗につなが りやす

い。それにより、アメリカ文明や米国に対

する憎悪が生ずる。

現 代文明の影

古代から貧乏人は金持ちに嫉妬する。貧

乏人がその1大態、つまり貧富の差を許容す

るかが重要な点である。その要素 として、

①収入の較差の大 きさ、②支出の較差の大

きさと③貧富の差が生 じた原因があるであ

ろう。貧困の絶対的水準そのものは社会的

不安定の要因にはならない。古代には、ほ

とんどの人々が裕福ではなかった。上記①

の収入の差自体は目立たないから、顕著な

嫉妬には直結 し難い。多 くの国家で社会制

度として、税金と社会保障でこの点を解決

している。上記②の支出の差は目立ちやす

いから、貧乏人の嫉妬の対象になりやすい。

江戸時代に、大坂の豪商淀屋の主がその経

済力にものをいわせて豪遊 したことは、一

般庶民の反感を買った。そこで幕府は、淀

屋がほとんど違法行為をしないのに、淀屋

を取 り潰 した。このことは一般庶民の支持

を得た。富裕層が入目につ く豪華な消費を

N違 |■ 慎むことは、社会的安定に直結する。 しか

し、マクロ経済の視点からは、このことは
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負の影響を及ぼすことが多い。江戸時代の

豪商住友は、質素を是とする家訓を作成 し

た。現在、先進国の人々の豊かな生活、特

に富裕層の豪華な支出は、発展途上国の人々

などの嫉妬・反感の対象 となりうる。上記

③の貧富の差が生じた原因が最重要である。

不正な手段、たとえば汚職により経済的に

裕福 になった層には嫉妬・反感を抱 くが、

正当な手段で裕福になった層には反感を抱

かない。また、納得 したルールの下では、

収入が少なくても裕福層に反感を抱かない。

プロ・スポーッの世界で、1又入の少ない三

流選手は、巨額の収入を得る一流選手に反

感を抱かない。 しかし、決して納得するこ

とのない覇権国米国が推進するグローバル

化というルールの下での貧困層は、覇権国

米国やアメリカ文明に嫌悪と憎悪さえ感 じ

ることになる。覇権国米国がアメリカ文明

の価値観により、他の文明圏の人々の納得

を得ることなく、社会・世界的ルールの作

成と押 し付けが悲劇の根元となろう。その

反発が、米国やアメリカ文明に向けられる

のは当然である。グローバル化の結果とし

ての貧富の拡大は、まさに勝者が全部ある

いはほとんどを持ってい く状態である。覇

権国米国が、アメリカ文明の価値観や目先

の米国や米国系企業の利益を前面から後退

させる奥ゆかしさをもって、他の文明圏の

人々の納得が得 られる人類共通の価値観・

哲学の下にルール作 りを推進することは、

世界・社会平和に直結するはずである。

このように、米国による価値観押 し付け

という傲慢により、米国に反感を抱 く人が

少なくない。アメリカ文明は人間の明るさ

や健康に価値をおき、人間の弱さや悲しみ

のような影の部分を負の価値 として切 り捨

ててきた (中村 2001)。 その影の部分も重

要なのに、生産や効率に役立たないから、

切 り捨ててきた。21世紀には、現代文明の

影の部分、負の部分にも十分に配慮すべ き

である。技術革新により便利な事象、経済

的に有益な事象のみならず、テロのような

有害な事象をも十分に研究する必要がある。



ある新技術が開発された場合、その技術に

よりどのような有害・不都合な事象が発生、

あるいはそれを意図的に作成 しうるかの研

究である。特に、人間の心理の根元か ら、

どのようにしたら、そのような有害・不都

合な事象を意図的に作成したくなくなるか

の研究の方が最も重要であろう。覇権国米

国が推奨するグローバル化の下の新古典派

的市場経済は確かに効率がよい。この効率

のよさは、いいことのみならず悪いことに

も当てはまると認識すべ きである。

日本経営者団体連合会は、21世紀に「人

間の顔をした市場経済」を実現するために

は、競争 と調和の考え方が欠かせないとし

ている (山路 2002)。 確かに、人間の顔を

した市場経済は理想的な社会システムであ

ろう。 しか し、効率的でない物事のほとん

どを切 り捨てることを是とする市場原理主

義の社会システムと、効率的でない物事を

ある程度抱え込む人間の顔をした市場経済

の社会システムとが正面から競争をしたな

らば、ある期間は前者が勝利する確率が高

い。その場合、弱者切捨て、伝統文化・価

値観の破壊が起こる。人の強欲を是認する

市場原理主義は確かに効率がよい。1997年

の国際的投棄筋によるアジア諸国の通貨危

機は、市場原理主義のなせる災いであった。

市場原理主義が究極的に勝利することはな

いにせよ、市場原理主義の害毒は世界史に

記録されるであろう。米国が推奨するグロ

ーバル化としての新古典派的市場経済には、

市場原理主義的要素が少なからずある。市

場原理主義の害毒が、米国やアメリカ文明

に対する嫌悪と憎悪に直結することは、容

易に理解できよう。

米国は、善意から経済的発展のために、非

西欧文明圏の発展途上国にアメリカ文明の

価値観と新古典派的市場経済を押 し付ける。

その結果、その国の国内総生産額 (GDP)

は増加 し、それにうまく適応できた富裕層

が新たに発生する。 しかし、底辺の貧困層

はそのまま不変である。そこで、一般民衆

の貧困層は新富裕層に嫉妬 し、覇権国米国

やアメリカ文明に嫌悪 と憎悪さえ感 じるこ

とになる。イラン革命前に、米国の経済的

介入でイランはGDPがかなり増加 した。し

かし、一般民衆の新富裕層に対する嫉妬と、

米国やアメリカ文明に対する嫌悪 と憎悪が

イラン革命を成功させた。先進国による発

展途上国への経済的介入には、市場経済に

よるGDPの最大化ではなく、一般民衆の貧

困層を経済的に底上げするための読み書 き

算盤的援助が求められる。

現在の米国ほどの軍事大国は、今後とも

出現 しないであろう。国家 として、米国と

直接あるいはテロ支援 として間接的に戦う

ことは、ほとんど不可能になった。しかし、

非政府組織あるいは少人数の個人的集団が、

テロとして米国を攻撃することは今後とも

可能である。米軍のハイテク近代兵器によ

り、軍人の死亡・負傷のリスクは小さくな

ったが、テロの標的となる一般米国人のリ

スクは大 きくなった。差引きそのリスクの

増減は大きくないであろう。

Pax americanaの終焉
世界史上、覇権に終焉のなかった国はな

かった。現在の覇権国米国にその終焉がい

つ来るかはわか らないが、いずれその日、

pax americanaの 終焉が来るはずである。時

計は決 して止まることなく、世界史は永久

に悠久と流れてい く。覇権終焉の原点は倣

慢で、内部腐敗が直接の原因となることが、

外敵の襲撃よりも世界史上多かった。外敵

の襲撃 も、傲慢や内部腐敗に起因すること

も多かった。アメリカ文明の価値観の押 し

付けによる、覇権国米国に対する嫌悪 と憎

悪がテロという外敵の襲撃に直結 しうる。

また、米国政府は、優秀なOSであるTRON
を横槍によリパソコンの OS市場か ら駆逐

し、米国企業 MicrOsoi社製 OSの Windows

の世界制覇により、同社に巨額の利潤をも

たらした。このようなことは、覇権国米国

に対する外国の嫉妬、嫌悪と憎悪のみなら

ず、そのおいしさゆえの内部腐敗に直結す
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るはずである。そのおいしさこそ、勝者が

全部をあるいはほとんどを持ってい くイ大態

である。

pax americanaの 終焉後に、もし東アジア

で日本が断層線戦争を戦うなら、その相手

は中国と朝鮮半島の国の連合になろう。そ

の防止のために、 日本が中国、韓国や北朝

鮮などに思想・哲学的注文をするならば、

儒教で社会的発展を阻害する朱子学から決

別 し、儒教の原点に復帰する儒教原理主義

を推奨することである。朱子学は結果的に

支配者の汚い行為を美辞麗句で是認するが、

孔子は決 して汚い行為を奨励 してはいなか

った。この種の儒教原理主義は、中国文明

圏の国家や人々に受容されやすいであろう。

しか し、日本の戦前の帝国主義的侵略に対

する十分な反省は当然大前提である。また、

孔子は足るを知ることを述べていた。人間

の欲望を全面的に肯定する市場経済の下で

危惧 される資源の枯渇や環境悪化は、儒教

の原点回帰によって回避される可能性が低

くない。

コ ンピュータ・ゥィルスの基本設計

HⅣ ウィルスは、遺伝子の転写の誤 りに

よる遺伝的変異速度が非常に大 きいか ら、

エイズワクチンはまだ完成 していない。コ

ンピュータ 。ゥィルスもそのプログラムを

迅速に絶えず変えれば、コンピュータ・ウ

ィルス・ワクチンによる除去は困難になる。

また、変化 したウイルスがワクチンにより

容易に検出し難いものになるように設計す

ればよい。そのとき、コンピュータ・ゥィ

ルスの感染力 と毒力を強烈に保てば、その

社会的影響が大きいものを作成できる。以

下にその基本設計を示す。この種のウイル

スを、いずれ誰かが散布するであろう。個

人としては、ネットに接続されたパソコン

の情報はいつ消去されても構わないとして

対応することが予防策である。

コンピュータ・ウィルスの基本設計

a.標的

Microsoft社 製のワ‐プロとデータベースのソフト、

Wordと Excel使 用者のパソコン

b.感染力

3mailで感染させる。

b.1.コ ンピュータ・ ウィルスの送付

受信 トレイにあるE mallを 返信し、またアドレ

ス帳に記載されている人にそれを転送する。

b.2.添付ファイル         ■

拡張子を、.DOCか、.XLSと した添付ファイル

をコンピュータ・ゥィルスにする。それを開封す

ると感染する。

c.毒カ

感染すると、まずウィルスを多くの人に送信して、

次に感染パソコンの全情報を消去する。

d.治療抵抗性

感染するたびに、ウィルスのファイル名とそのプ

ログラムを変えて、ウィルス・ワクチンによるウィ

ルス除去を困難にする。

e.影響

多くの人がパソコンをかなり長期に使用できなく

なるという社会的大混舌Lになる。その後、Microso豊

社製のソフトを使用する人が激減する。
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